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産婦人科領域における6059-Sの 試用経験

山 田 文 夫

大阪市立母子センター産婦人科

新しい注射用抗生物質6059-Sを17例 の崖婦人科領域感染症に試用した。症例の内駅は膀胱炎14

例,骨 盤腹膜炎,創 部膿癌,外 陰膿瘍各1例 である。 検出菌はE.coli 6例,Klebsiella1例,グ

ラム陰性菌1例,S.faecalis 6例,菌 不明3例 であ った。

6059-sは,原 則 として1回1gを1日2回 静脈内へ投 与し,5日 間使用した。

有効性を検討す るにあた り,本 剤のMIC値 が>100μg/mlを 示 したS.faecalisが 分離 された

膀胱炎6例 は除外し,感 受性菌が分離 された症例についてのみ,有 効性の検討を実施 した。 その結

果,上 記11症 例中全例 において細菌学的あるいは臨床的に有効であった。 また,17症 例において

何らの副作用 も認めなか った。

以上か ら本剤は臨床使用上有用,好 都合な薬剤 とい うことができる。

I.緒 言

6059-Sは 塩野義 製薬研究所において 新 たに開発 された 注射

用Oxacephem系 抗生物質で,在 来の抗生物質 にくらべ種 々の

特長とす ぐれた薬効を もつ とされ1～4),臨 床使 用上 おおい に期

待がよせられている。筆者は,今 回本薬剤を産婦人科領域 にお

ける感染症に試用 し,認 めるべ き成績を得たのでここに報告す

る。

II.対 象症例および検討方法

対象症例は大阪市立母子センターおよび関連病院産婦

人科における感染症17例 で,そ の内訳は膀胱炎14例,

骨盤腹膜炎1例,創 部膿瘍1例,外 陰膿瘍1例 であ

る。

6059-Sは 原動として19を1日2回 静脈内に投 与

した。投与期間は5～6日 で,総 投与量は原則として10

gで ある。

臨床効果については,投 与後7日 目に 自他覚的所見

の消失をみた ものを有効,そ の他はすべて無効 と判定 し

た。

また,分 離菌が検出された症例については,そ の消長

によって,細 菌学的効果を消失,減 少,菌 交代,不 変 と

4段 階に判定した。同定 した分離菌については,可 能な

限り本剤の最小発育 阻止濃度(MIC)を 日本化学療法学

会標準法5)に 準 じて測定 した。

ただし,細 菌が 分離 された 症例においては,本 剤の

MIC値 が100μg/mlを 越える症例については,有 効性

の検討か ら一切除外す ることとし,副 作用の検討のみを

おこなった。

臨床効果の判定と平行 して,本 剤の副 作用有無の観察

も併せて実施 した。

III.治 療 成 績

治療成績はTable 1に 示す とお りである。なお,S.

faecalisが 分離 された膀胱炎の6例 は,そ の菌に対す

る本剤のMIC値 がすべて>100μg/mlで あ ったので,

有効性の検討か ら除外することとした。

その結果,膀 胱炎8症 例においては全例有効であり,

かつ細菌学的に も分離 されたE.coli 6株 とKlebsiella

1株 の消失をみた。骨盤腹膜炎の1例 は,病 巣か ら分

離 したグラム陰性 菌の消失を認め臨床的に も有効であっ

た。創部膿瘍 と外陰膿瘍の各1症 例では,細 菌学的な

検討はできなかったが,2例 とも臨床的には満 足すべき

結果が得 られ 有効と判定 した。 特 に,創 部膿瘍の症例

は,帝 切術後にABPC1日29の 静脈内投与を実施 し

ていたにもかかわ らず本症を発生 し,本 剤の同量投与に

よ り治癒させ ることのできた症例である。

以上11例 の成績を総括すると,有 効率 ・除菌率 とも

に100%で 大変す ぐれた 治療効果を得た。

なお,全 例(17症 例)に おいて何らの副作用 も認め

なか った。

IV.考 察

6059-Sは 前述のように塩野義製薬研究所において 新

たに開発された抗生物質で,in vitroな らびにin vivo

ともに強い抗菌力を示すが,そ の理由としては β-lac-

tamaseに 対す る強い安定性が指摘 されてい る1,2,6)。そ

して本剤は女性 性器へもよ く移行 し,1g静 注で各種グ

ラム陰性菌のMIC値 を充分に上まわる組織内濃度を得

ることができるとされてい る7)。

著者は,今 回本剤を産婦人科領域の感染症に使用 し,
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Table 1 Clinical summary treated with 6059-S

* N.T.:Not tested

E.coli(6例),Klebsiella(1例),グ ラム陰性菌(1例)。

菌不明(3例)に よる膀胱炎8例,骨 盤腹膜炎1例,

創部膿瘍1例,外 陰膿瘍1例 の計11例 においてす ぐ

れた効果を認め,上 述の基礎的dataか ら推察 される期

待通 りの成績であった。

投与量の観点か らは,少 数例ではあるが,今 回対象 と

したよ うな疾患な らびに分離 菌に対 して,本 剤は1日

2gの 分二投与で充分に治療効果が期待できると思 われ

た。なお,S.faecalisに よる感染症 には,本 剤は諸家の

報告2,7)に もあるように,抗 菌力か ら判断 して他の β-

lactam系 薬剤同様有効性が期待薄と考え られた。

副作用の点に関 しては,現 在広 く用い られているCe-

phalosporin系 薬剤同様,安 全性 の高い薬剤 と考えられ

た。

以上から6059-Sは 臨床使用上きわめて有用,好 都合

な抗生物質 ということができよう。
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CLINICAL EXPERIENCE WITH 6059-S IN THE FIELD

OF OBSTETRICS AND GYNECOLOGY

FUMIO YAMADA

Osaka City Maternity Center

6059-S,a new antibiotic with various characteristics,was applied clinically in the field of obstetrics and

gynecology,and the following results were obtained.
6059-S was intravenously administered to 14 cases of cystitis,one cases of pelvic peritonitis,one case

of wound infection and one case of vulvar ulcer,at a daily dose of 2 g for 5 days.

E.coil in 6 cases,Klebsiella in one case,gram negative bacteria in one case and S.faecalis in 6 cases

were isolated.But,the 6 cases of cystitis caused by S.faecalis,because of resistance to 6059-S,were excluded

from the clinical efficacy.

The clinical effects obtained were good in all cases and the all strains isolated were disappeared.No

adverse effects were observed.

Based on this clinical  experience,6059-S was considered to be a useful drug for the clinical applica-

ion.


